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『エドガ ・ハントリー』

迷路としての生

高　島　　清

　『エドガ ・ハントリー』はエドガのメアリ宛の２７章からなる手紙と ，サースフイールド宛の２

通の手紙およびその返信としてのサースフィールドの１通の手紙から成止する，書簡体小説であ

る。 メアリは，エドガの婚約者である。彼女の兄ウォルグレイヴとエドガは親友同志であったが ，

物語りが始まる時にウォルグレイウはすでに何者かによっ て殺害されている 。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１）
　第１章冒頭で，エドカは，自分がや っと ，メアリのｒ要請に応じ」て，ｒ一連の事件（５）」に

ついての報告が出来る精神状態になったことを明らかにする。しかしそう言った後すぐに，自分

は「不安状態と震えからいくぶんか解放された」にすぎなく ，「現在でも」「心の動揺が，このよ

うな仕事をするのにふさわしいくらいに治まってい」るかどうかについては確信が持てないのだ

と言う 。しかし，事件の記憶が鮮明なうちに語るほうがｒ事件や動因」が十分に伝わると判断し

て， あえていまペンを執ることにしたと述べる。そしてさらに続けて，現在の精神状態から判断

して，語る内容に「不明確さと混乱」が伴うやもしれず，また語るうちに，事件当時の感情が甦

ってきて，「秩序と首尾一貫性」を失うかもしれないと不安を漏らす。（５）そして，出来ること

なら直接話したいのであるが，メアリがｒ遠く離れた所」にいて自分の所に来ることも出来ず ，

と言って，エドガ自身がｒ現在の場所を離れることもままならず」，ｒ手紙による以外」，事件を

「伝える方法がない」のだと弁明した後，本題に入る 。（６）

　本題である「一連の事件」は，エドガの体験したものである。そしてその体験は，ウォルグレ

イウ殺害事件以降のものである。エドカがメアリと別れてからｒ過ぎ去った期間」は「短い」も

のではあるが，その期間内に起った事件は，エドガのｒ魂」をｒ動揺」させ「驚樗」させたので

ある（６）。 最初の事件は，メアリと別れたエドガが伯父の家に帰る途中で起る 。伯父の家まで１０

マイルの所まで来た時，エドカは，ウォルクレイウ殺害事件を思い起す。「殺人犯」，と「殺害の

動機」について考える（７）。 そして，ウォルクレイウの特徴である「敬神の念」，「慈悲心」，「温

和な態度」を想起すると ，「内気で控え目な性格のため友人は少なかった」にせよ，彼に「敵が

いることなどは考えられず」，したがって，人に怨みを買うようなことはないと改めて判断する

（７）。

　しかし，このように非の打ちどころのないと思える人物が，エドガとメアリ相方に「悲しみ」

とｒ復讐心」そしてｒ謎を解き明したいという強い欲求」を引起させるような「血まみれの，謎

の悲劇的結末」を迎えるのである（６）。 ウォルグレイヴが殺害されるのは，「暗い嵐の夜（７）」

である。明朝まで旅を延期するようにというエドガの「しつこい願い」にもかかわらず，ウォル

グレイヴは「説明し難い頑固さ」で「徒歩で出かけるという決意」（７）を翻すことがなかった

のである。この行動と態度はエドガの理解するウォルグレイヴの性格とは矛盾する。「内気で控

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４３０）
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え目な性格」の人問が時折ｒ説明し難い頑固さ」を見せるということは現実にあるとしても
，

「暗い嵐の夜」にどうしても出かけなければならない用件そのものの内容は大いに疑わしいもの

である。しかし，この用件の内容はまったく説明されることはない。そのため，ウォルグレイヴ

の死の原因は必要以上に謎めいて見える 。しかし，この謎がまったく見かけ上の謎にすぎないこ

とは，２７章で，白人により土地を奪われたインディアンの白人に対する怨みの対象として，たま

たまウォ１レクレイウが犠牲になったということが判明することによって，明らかになる 。ｒ暗い

嵐の夜」，ウォルグレイヴに「説明し難い頑固」な態度をとらせた謎めいた用件はまったくそれ

自体の機能をはたしてはいないのである 。不必要な状況設定というべきである 。

　「内気で控え目な性格」の持王ウォルクレイウが目立った行動をするのは，ｒ宗教と道徳（１３１）」

に関してである。彼の「もっとも若い時の信条」は「必然性を至上のものとし，物質がすべて」

だとし，（１３１）「広く信じられている魂と肉体との区別を論破」し，ｒ死の前と後の人間の精神状

態に関連性を想定する説を解体させる」ものであった（１３１－ ３２）。 これは機械的唯物論であり ，彼

はこの思想を確信し，熱心に「広めよう」としたのである（１３２）。 このようなウォルグレイヴは

「内気で控え目な性格」の人間が時折示す　種の狂信的側面として理解出来なくはない。『ウィー

ランド』のセオダー・ ウィーランドもこの種の人問である 。

　しかし，１４章でウェイマスなる人物が突然登場して，ウォルグレイヴとの親交をエドガに告げ

る時，我々は大いにとまどうのである 。富を求めて「世界中の海と陸（１５４）」へ向かう冒険家ウ

ェイマスから信頼されて「７５００ドル（１４４）」もの大金を預っていて，そのことはもちろんのこと ，

ウェイマスとの関係についても一切語らないまま，死ぬまで薄給のｒ授業料免除の黒人学校の教

師（１４３）」であったウォルグレイヴは，二重の人問関係を持った謎の人物としか言いようがない 。

二人がどのようにして知り合ったかは明らかにされないが，ウェイマスのｒ３年前にはウォルグ

レイヴ同様に貧乏」であり「７年間公職についていた」（１４４）という言葉から推測すれば，彼は

ウォルグレイヴと職場が同じだったあるいわ，若い時期，思想上の仲間だった可能性もなくはな

い。 しかし実の妹にも ，親友のエドガにもまったく知られない交遊関係があったということ自体
　　　　　　２）
が普通ではない 。

　謎であるのはウォルグレイヴだけではない。エドガ ・ハントリーこそ，真の謎の人物である 。

突然登場するウェイマスがエドガに与える影響は絶大である。エドガは２人の妹と共に伯父に寄

食する身である。伯父の息子はエドガ兄妹にとっ ては「他人であり敵（！５６）」であって，伯父が

亡くなれば３人は追い出されることは必定である。婚約者メアリとの結婚は，２人が「貧乏であ

る限りは実現し得な（１５５）」いものである。しかしそれを可能にしたのが，ウォルグレイヴがメ

アリに遣した８０００ドルの金である（このうち７５００ドルが自分に所属するものだとウェイマスは言う）。

愛だけで結婚生活が可能であるというのは幻想にすぎないとはいえ，エドガの金銭感覚は特異で

ある。まず第一に，彼は，結婚生活の経済的基盤を全面的にメアリが受ける遺産に求めるばかり

か， 彼の妹２人の生活もメアリに保証させようとする。結婚をｒ喜びの感情を抱いて待ち望んで

いた」理由は，２人の幸福のためだけではなく ，結婚によって，妹２人に「住家」を与えること

が出来ると思 ったからであるとエドガは言う（１５６－５７）。 作品の時代が女性に自立可能な職業を与
、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３）
疋ていなかったということを考慮しても ，エドガの考えはやはり特異なものと言わざるを得ない 。

しかし，エドガはこうした自分の考えは至極当然のことと思っているばかりではなく ，ウェイマ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４３１）
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スの主張にかかわってメアリを次のように説得する 。

わたくしたちを喜ばせてくれた望みは潰えてしまいました。あなたはもとの貧乏な状態にも

どり ，針仕事によって不安定な生計を立てていかねばならないのです 。

やむを得ぬ出費や生活様式の変化のためその一部がすでに使われてしまったのですから，全

額を返還することは出来ません。その使った分に関しては，ウェイマスにたいするあなた自

身の負債だと考えねばなりません。（１５６）

エドガは自分が公正公平で，正義に満ちあふれた人物であるかのような口ぶりである。続いてエ

ドガはウェイマスの年老いた父や妻の窮状に触れ，７５００ドルがいかに彼等にとって大切なもので

あるかを述べた後，「結婚はこれまで以上に遠のきました。愛するメアリがふたたび耐えねばな

らない苦しみを思うと胸が痛む」が「ウェイマスの主張の公正さに関してはまったく疑いの余地

はありません」と断言するのである（１５７）。 エドガにとっては結婚成立の第一条件が経済である

ことは明々白々である。経済的条件が整わなければ結婚はあり得ないのである。そうであるなら

ば， エドガとメアリの結婚はウォルグレイヴの死によってはじめて可能となったということにな

る。 なぜならば，「７５００ドル」の「銀行通帳」の所在はウォルグレイヴが死ぬまで，メアリにと

ってもエドガにとってもｒまったく知らないことであった」からである（１４３）。 エドガとメアリ

が愛し合うようになったのは，ウォルグレイヴの死よりも以前のことであることは，経済的な障

害が，ウォルグレイヴの「死によって思いがけないかたちで取り除かれた（１５５）」という説明か

らも明らかである。したがって２人の間に愛がないとは言えない。しかし，ｒ富」と「富よりも

なお素晴しい贈物」（２５９）すなわち，クラリスをエドガに与えるつもりでアメリカに戻って来た

というサースフィールドの言葉を２５章の内容の一部として述べるエドカの無神経さは不可解とし

か言いようがない。この部分もメアリ宛の手紙の内容としてメアリ自身が読むのである。作者ブ

ラウンの創作上の軽微な誤りとして見過すわけにはいかない。これはエドガという人物の人格の

特異性と解釈せざるを得ず，エドガのメアリにたいする愛にも疑いが生じかねない 。

　ウェイマスの登場はエドカの結婚を不可能にしただけではない。ウェイマスの登場後エドカは ，

２度目の，夢遊病の症状を示すのである。しかも１度目の屋根裏部屋にウォルグレイヴの手紙を

隠してまた自室に戻るというエドガ自身の身体にはとくに危険を及ぼすことのない行為とは違 っ

て， ２度目は洞窟の中で目覚めるのである 。そして目覚めた後に「驚傍と恐怖に満ちた（１５８）」

出来事を経験することになる。すなわちインディアンとの闘争である 。

　『エドガ ・ハントリー』の副題は『夢遊病者の回想録』である。しかしエドガ夢遊病であるこ

とが分るのは１３章である。それ以前に登場する夢遊病者はクリゼロウであり ，エドガがそのこと

に気づく最初の人間である。クリゼロウが夢遊病者であると知った時エドガは，「安眠が出来な

いことは心がひどく傷ついているしるしである（１３）」と考え，また「夢遊病者の行為には常にな

んらかの意味がある（１１２）」と判断する。エドガのこの判断に従えば，夢遊病者エドガの心も

「ひどく傷ついてい」ることになるし，彼の夢遊病発症時の行為もまた「なんらかの意味」があ
　　　　　　　４）
ることになろう 。

　エドカの心の傷は，生存中のウォルクレイウが懇願していた，エドカの手元に保存されている

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４３２）
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彼のｒ手紙と原稿（１３２）」の破棄をまだ実行していないことによるものである。この未だ不覆行

の「義務」をはたさせるために，エドガの夢の中に「不安と怒り」の「感情」を抱いてウォルグ

レイヴが現れるのである（１３０）。 おそらくはこの夢を見た直後にエドガは１度目の夢遊病を発症

し， その中で，ウォルグレイヴの「手紙と原稿」を屋根裏部屋に隠したのである。このエドガの

行為は，ｒ義務」としてのｒ手紙と原稿」の破棄の擬似行為である 。

　より症状に重い２度目の夢遊病発症は前述したようにウェイマスの登場後である 。彼の突然の

登場によってエドガは結婚がほぼ不可能になる。希望は絶望へと急変する。しかし，希望として

の結婚の意味と目的はすでに検討したように，エドガにとっては，メアリの愛よりも ，メアリが

兄ウォルグレイヴから受け継ぐ遺産である。自分と２人の妹の経済的安定こそ，エドガにとって

最も重要なのである。こうした希望が潰えたことにより ，エドガは，伯父の息子による自分達の

伯父の家からの追放を単に将来の不安としてではなく ，さし迫った現実として認識しなければな

らなくなる 。エドガは自分のことを「技工（１１５）」あるいわ「職人（１１６）」と称していて「書き物

机や用だんす（１１５）」を作ったことがあり ，そうした「技工的才能」は「ずいぶん早い時期から

顕著に現れていた」とは言うが（１３４），そうした技術だけで生計を維持することは，彼の住んで

いるノーウォークではほぼ不可能である。しかし，エトカの生計維持を不可能にするのは，地理

的条件だけではない。むしろエドガの経済的基盤についての基本的な考え方に問題がある 。エド

ガは，これまでの習慣から自分にとっ て「労働」はメアリよりは「苦痛は少い」とは言うが，実

はｒ働かなくても生活していけるだけの資産と安楽な生活に対する愛着，そして労役は我慢がな

らないという気持」はメアリ同様におそらくは彼のｒ体質」ともなっているのである（１５５）。 エ

ドガの両親はインディアンに襲われて「一人の幼児」とともに殺害され，「家は略奪されたうえ

焼き払われた」のであるが（１７３），このことがなければ，エドガが父の家を継ぎ，伯父の世話に

なることもなかったのである。しかし相続すべき一切の資産を失ったにもかかわらず，エドガ自

身の考え方は基本的には何も変っていない。父親を失ったエドガは妹２人とともに伯父の世話に

ならざるを得ないが，伯父に実の息子がいる以上，伯父の資産は当然のことながらその息子によ

って相続される。エドガと妹達の生活保証は伯父が生存中だけに限られる。その意味で，実の息

子のいる伯父は，エドガにとって不安定で一時的な父親的存在でしかない。そこで，サースフィ

ールドがその役割を荷うこととなる。最初はサースフィールドとエドガとの関係はもっ ぱら精神

的なものである。サースフィールドがエドガの伯父の家にやって来た時は「富も友もない」状態

であり ，伯父の勧めで彼は「教師」として，「近隣の若者」を教えることになり ，エドガも「彼

の生徒」となる（９３）。 そしてやがて，エドガはｒ彼のお気に入りの生徒（９７）」となり ，エドガに

とって，サースフィールドは「精神の親であり養育者（２４０）」の役割をはたすことになる 。サー

スフィールドに再会した時にエドガは自分のことをｒあなたの子供（２４２）」とさえ呼ぶ。一方サ

ースフィールドの方はアメリカに戻って来た動機の一つとしてエドガによってｒかきたてられた

親としての愛情」に言及する（２５９）。 そして，ロリーマ夫人と結婚したことでｒ富」を得ること

になったので，エドガ達に経済的援助することが出来ると言った後，夫人がエドガを「息子とし

て受け入れたいと願っている」とさえ言う（２６１）。 ここにいたって文字通り ，サースフィールド

とエドガは父と息子の関係になろうとするのである 。

　しかし，ウェイマスが登場したことによりエドガはまさに絶望の渕に立たされるのである 。メ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４３３）
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アリに対して，７５００ドルをあきらめるよう説得するが，あきらめ切れないのはむしろエドガ自身

であ ったろう 。この無念と絶望の気持が２度目の夢遊病を発症させ，暴力と死の領域の入口であ

る洞窟の闇の中へとエドガを導き入れるのである 。

　洞窟で目覚めたエドガの服装は，「シャッとズボン」だけで「靴と靴下」は履いていない（１６０）。

この服装は，夜中に夢遊病状態で楡の木の下を堀っていた時のクリゼロウのｒフランネルのよう

なもの」で腰から下を被っているが「体の他の部分」には何もつけていない「半裸状態」に準じ

るものである（１０）。 服装の歴史が人問の文化史の重要な一部を形成することからも明らかなよう

に， 衣服を身に付けることは，文明社会の象徴的行為である。したがって，衣服を脱ぐというこ

とは，文明状態から原始 ・未開への逆転を意味することにもなるが，クリゼロウの場合，理性で

抑制されていた心の暗部，すなわちロリーマ夫人を死なせたという思い込みによる罪意識が露呈

されたことの象徴としての「半裸状態」である。しかし，エドガの場合はより深刻である。１度

目の時とは異り ，２度目の夢遊病発症時，エドカは単に洞窟の中へ迷い込んだばかりではなく ，

洞窟内部のｒ窪み」あるいはｒたて穴」へｒ落下」するのである（１６３）。 これは単に異った領域

への移動ではなく ，ｒ落下」することによっていわば次元の違った世界にエドカは入り込むので

ある。落下した「たて穴」の中で意識が回復した時，エドガが「視力」を失ったのではないかと

思えるほどの「なによりも濃密で深い闇」に包まれていた（１６０）。 そして，その闇の中で最初に

エドカが手を触れ，認識出来たものは「インティアンのトマホーク」である（１６１）。 彼は最初自

分の置かれている状況に絶望してこのトマホークを使っての自殺を考えるが，結局は豹を殺すこ

とになり ，その死骸を食べることで耐え難い飢えを満たす。この時，エドガは，飢えは，ｒ時に

は親子の情をも打ち負かし，母親にわが子の肉を食らわせることがあるのだから，わたくしが野

獣のまだ温かい血と悪臭を放つ内臓から顔をそむけなかったことは驚くにはあたらないでしょう

（１６７）」と述べる。食欲を満たした後激しい腹痛に苦しみ，その苦しみが和らぎ，「深い眠り」に

陥り ，その眠りから目覚めた時，今度は「渇きの苦しみ」に襲われる（１６８）。 エドガは，豹を殺

したことは，「飢えからの解放という考えからではなく ，自己防衛と無意識の衝動」によるもの

であり ，腹痛を起すことが分っていたならば豹の肉を食べることをしなかったと述べ，自分が

「先見の明もなく行動した」ことを認める（１６８）。 しかし，エドガの置かれた状況では「先見の

明」はもともと機能しないのである。闇の洞窟で豹に対応するには本能的な自己防衛の能力だけ

が有効であるし，生命の根源を脅かす「親子の情をも打ち負かす」飢えは人に，食物を吟味する

余裕を与えることはない。渇きも ，飢え同様生命の根源を脅す。渇きに苦しむエドガは渇きをい

やすために別のトマホークで，インディアンの１人を殺すのである。この場合もエドガは「相手

の生命を奪うこと」が自分の生命を守るためのｒ唯一の方法」であったと自己防衛を主張する

（１７９）。 そして，ｒ良心の呵責」を感じないわけにはいかなかったとは言うものの，結局はｒ喉の

渇きをいやすこと」が最優先であったことを認めるのである（１７９）。 ここでは理性や良心よりも

生命維持本能が優先的に機能するのである 。

　エドガは豹を殺すばかりではなくその肉で飢えを満し，激しい腹痛を起し，痛みが和らいだ後

「深い眠り」に陥る。「深い眠り」から目覚めたエドガを待ち受けていたのは，眠る前と同様「孤

独と闇（１６８）」である。そして満たされた飢えにかわってｒ渇きの苦しみ」に襲われるのである 。

そして，豹を殺すという行為はエスカレートして，ｒこれまで人間の生命を奪ったことは１度も
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なかった（１７９）」エドガはついにインディアンを殺害するのである。エドガがインディアンの姿

を見たのは，希望と絶望の間を激しく揺り動かせられながら，必死の努力の末，やっと洞窟の出

口にたどりついた時である 。ｒむき出しで，異様な模様の彫りもののある」数本のｒ脚」を見て ，

インディアンではないかとのｒ疑い」を持った時，エドガは，ｒ驚きと恐怖」の感情を抱く（１７１）。

そして，ｒ何か不思議な力がわたくしを地上からかっさらっ て，一瞬のうちに，荒野の中心に放

り込んだのか？　わたくしはまだ父祖の居住地にいるのだろうか，それとも何千マイルも離れた

所にいるのだろうか（１７１）」といぶかる 。洞窟という「牢獄（１７１）」から抜け出したと思った瞬間

に， エドガは「野蛮人（１７３）」の活動する，暴力と死の支配する「荒野」に放り出されたのであ

る。 エドガの真の試練は，まさに，「牢獄」を抜け出した瞬問から始まるのである。洞窟の闇は

正義と邪悪，慈悲心と暴力，生と死，文明と未開の分岐点にすきないのである 。

　エドガが洞窟で目覚めるまでの章に関して整理すれば，１章から３章までの主たる内容は，ウ

ォルクレイウ殺害という邪悪で不正な行為の張本人を見つけ出し，犯人に対して復讐する ，ある

いわ正義の名のもとに裁くというエドガの意思と被疑者の発見である 。

　４章から８章まではクリセロウの告白であるが，そこで強調されるのは慈善や恩恵である 。ク

リセロウが母とも慕うロリーマ夫人の特徴はｒ慈善（４１）」とｒ優しさ」とｒ正義」（４８）である 。

子供であったクリゼロウを見込んで，彼女は彼の面倒を見ることになる。ロリーマ夫人が心を尽

くして面倒を見るのは，クリゼロウだけではない。悪意の象徴とも思える彼女の双子の弟アーサ

ー・ ワイアット ，ワイアットによって土地から追われる夫人の意中の人サースフィールド，さら

にはワイアノトが誘惑したｒ若い女（４９）」に生ませたクラリスも ，ロリーマ夫人のｒ慈善」と

「優しさ」の対象である 。

　９章から１３章までは，クリゼロウの告白を聞いた後のエドガのクリゼロウに向けられる「慈悲

心」の話が中心となる 。

　クリゼロウが自己防衛のためにワイアットをピストルで撃ち殺したことをエドガは自衛行為と

して納得する。そして弟の死を知ったロリーマ夫人が絶望のため，死んでしまうだろうから ，眠

りから永遠に目覚めないようにするのが自分のなし得る「善（８２）」であるとするクリゼロウの考

えをエドガは，「一時的な狂気」と「誤った慈悲心」にもとづくものであると判断する（９１）。 し

かし，同時にｒ彼の意図は気高く思いやり深いものでした（９２）」とも言う 。そしてそのことで

ｒ罪」をまぬがれることはないにせよ ，クリゼロウの判断の誤りはｒ自然が人問の能力に与えた

限界」にその原因があると判断し，クリゼロウを弁護するのである（９２）。

　１３章は，実際には，ウォルグレイヴの人となりや彼の「手紙と原稿」にまつわる話が中心内容

ではあるが，同時にエドガのクリゼロウに対する「慈悲心」についても言及され，この「慈悲

心」は，クリゼロウの死まで中断されることはない 。

　１４章はウェイマスが自ら語る内容で占められるが１５章はウェイマスの話と ，それに対するエド

ガの反応がその内容となる。すでに見たように，エドガは公正な態度をとるようメアリを説得す

る。 しかしその一方エドカは結婚が不可能になったことと同時に，彼と妹二人のｒ生活が１人の

老人［伯父１の生命に左右される」こと ，そして「伯父の死によっ て資産は息子に渡り」，「その

息子」は彼等にとっては，ｒ他人であり敵」であり ，ｒ第１番にやること」はｒ疑いなく」彼等３

人を「家から追い出すこと」であると判断するのである（１５６）。 つまりエドガ兄妹はこれまで伯
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父から受けていた慈悲心の恩恵を受けられなくなることを否応なく認識させられる。こうして次

章１６章から，エトカは「慈悲心」や「慈善」とは無縁の闇と暴力と死の世界へと「落下」するの

である 。

　１７章から始まるインディアン殺害の正当性を，自分の若年期の恐怖の体験と彼が置かれた状況

に求め，決して「性格」が「残忍残虐な」わけではないとエドガは弁明する（１７８）。 しかし，イ

ンティアンは，エドカにとっては，彼が洞窟で殺した豹と同じくｒ荒野」の野獣であっ て， 両者

の間には「慈悲心」や「善意」の介入する余地はない 。

　５人目のインディアンを殺す時，エドガは，銃のねらいをはずしたため，「もだえ苦しむ」相

手にとどめの１発を撃ち込むことはｒ深い同情心と義務の命ずるところ」（２０１）でありｒ哀れみ

（２０２）」の行為であると考える。そして２発目も十分にその目的を達することが出来なかった時 ，

彼は，ｒ銃剣」で相手の心臓を突きさしてとどめを刺し，その行為をｒ残酷な慈悲の行為」であ

るとする（２０２）。 こうした自分の行為がもたらす恐ろしさに「圧倒され」て，「武器を放り出し地

面に身を投げ出」す一方，ｒこうしたことは人間の邪悪な本性が，何千という理性的な存在とし

ての人問にすることを強い，目撃することを強いる行為である」と述べる（２０２）。 そしてその

ｒ行為者」，ｒ目撃者」の態度は，ｒ熱烈で喜びに満ちた」ものであると判断する（２０２）。 以上に見

られることく ，ウェイマス登場後のエドカは，ｒ人間の邪悪な本性」が圧倒的な力を振う領域に ，

夢遊病症状という無意識状態で迷い込むのである。この精神的，物理的「琵野」の領域は，エト

ガにとってｒどのように想像力を働かせても思い浮べることが出来ない」ようなｒ未開の荒涼こ

のうえない」，ｒまったく見覚えのな」いものである（１８１）。 そして，この領域の住人インディア

ンはｒ野蛮人（３２）」である。このｒ野蛮人」はルソー的なｒ高貴な野蛮人」ではない。ｒ略奪と

人殺しをする」存在として，その姿はエドガに必ずｒ身震い」を起させるのである（１７３）。 イン

ディアンをｒ略奪と人殺しをする」存在にした原因をエドガが知らないわけではない。ｒ長きに

亘る侵害と侵略がインディアン諸部族を激怒させた」ことを彼は「知 ってい」る（１７３）。 デブと

いう老女の出身部族「デラウエア族」は「イギリス植民者達の絶え間ない侵略行為の結果」，「先

祖伝来の居住地を明け渡した」こと ，そして，その部族のｒ住んでいた村」は今ではエドガの伯

父のｒ裏庭と果樹園」になっていることをエドガは知 っているのである（２０７）。 さらには，デブ

が， ｒイギリス人」はｒ異人」でありｒ逗留者」でありｒ彼女の黙認と許可」によってｒ土地を

使用してい」るにすぎないと考えていることも ，エドガは承知している（２０８－２０９）。 こうしたエ

ドガの理解はｒ新大陸」アメリカの文明が，先住民の迫害追放の上に成立していること ，アメリ

カの現実そのものが悪夢的な要素を内包していることの確認でもある。したがって，１６章から始

まるエドガの恐怖の体験は，エドガ個人の心の内奥への冒険であると同時に，アメリカの現実そ

のものの探究ともなるのである 。

　１７章で５人のインディアンを目撃したエドガは，１９章まででその５人すべてを殺害する。最初

の１人はトマホークで殺し，最後の１人は，前述したように２発の銃弾でも死ななかったために

銃剣で止めを刺すのである 。（後にサースフィールドが発見したこのインディァンの死体はｒ銃剣と弾丸

でずたずたになっていた（２５５）」。）そして，そのインディアンのｒトマホークを戦利品」とし，その

ｒマスケ ット銃を地面に突き刺し，道路の真中に直立させたままにしてお」くのである（２０３）。 こ

れはまさにエドガのインディアンに対する勝利宣言，勝ち誇りのしるしである。この時点でエド
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ガはもはや彼が言うような「敵対行為に不慣れで，武器も与えられていない，軽率で臆病な若者

（２０２）」などではない。エドガの目が捕えた５人目のインディアンの動きは「獣の動き」のよう

であり ，「別の状況であったら，ただちに，狼か，豹かあるいは熊だと思ったかもしれな」いの

であり（１９９），まさに，エドガの「敵（２００）」なのである。インディアン殺害に対する弁明のすべ

ては，メアリの反応を考慮してのことであり ，エドガのｒ復讐心に満ち，情容赦のない，残忍凶

暴な精神」は，彼の言うような，「最近起った類例のない出来事」（１９２）によっ て引き起された

一時的なものではない。この精神状態は，彼の精神の常態となっているのである 。

　２０章では，５人のインディアンを殺害した後，生れ故郷のソウルベリをめざすエドガの決意表

明がなされ，すでに触れた，植民者とインディアンの争いの根本原因が明らかにされる。そして

「肉体」は「哀れな状態」にあっても故郷をめざすエドガにとって最も必要なものは，「理性的存

在である人問と獣を区別するものと ，両者に共通するもののすべての点で，他のすべての生き物

を凌駕する（２１２）」能力である。他人への配慮はそのまま自己の死に直緒する状況に置かれてい

るエドガにとってはただ自分の持つ能力にすべてをかける以外に方法はないのである 。

　こうした生か死かという極限に近い状態の中，２１章で，エドガは，インディアンと見誤まって ，

父とも慕うサースフィールドに向ってｒ発砲」し，銃を捨て，ｒ川」へと飛び込む。そして水面

に浮び上るや否や「２０発の弾丸」が彼に向って発射される 。（２２１）ここでは，敵味方の区別も定

かではない。正確な判断をする余裕すらない。守るべきものはただ１つ自分の命であり ，その目

的を達成するためにはあらゆることは犠牲にされねばならないのである 。「善意」や「慈悲心」

の入り込む余地はない 。

　続く２２章の第３パラグラフで，エドガは１６章からこれまでの体験を簡潔に振り返る 。

たしかに，わたくしの運命に匹敵するものはありません！　この一連の苦難と危険はどこで

終るのでしょうか？　１つの災難を切り抜けると次の災難に襲われる。地中の身の毛もよだ

つ闇の中から抜け出たと思うと極限の飢えに耐え，野獣の牙と対決する。こうしたことから

解放されたと思うと今度は野蛮人の直中に投げ込まれ，わたくしの内臓を賞味し，心臓の血

を飲み干したいという欲望を持つ殺人の熟練者達との果てしのない絶望的な戦いをしなけれ

ばならない。こうしたことからも逃れたと思うと次は川の深みで命果て，人跡まれな岸辺に

打ちあげられるか，人の好奇心も憐れみも届かぬ遠くへ押し流されてしまうしかない 。

（２２３－２２４）

これはまさに悪意と憎悪，殺すか殺されるかの世界である。しかし，この領域をまだエドガは抜
　　　　　　　５）
け出してはいない。やっと見つけた家はｒセルビイ家の住居」であり ，主は酔っ払って狂暴にな

っていて，みじめな「妻をベッドと家から追い出し，彼女は彼の乱暴狼籍を恐れて，いたいけな

幼児を連れて，納屋に逃げ込んでい」るのである（２２９）。 当がはずれて，エドガは立ち去るが少

し歩いた所で，「トマホークで切りさいなまれた若い女の死体」を見る（２３０）。 そして「彼女の頭

皮」が「戦利品として保存するために剥ぎ取られていた」（２３０）ことで，犯人がインディアンで

あることを知る 。

　さらに道を進んだ所で，エドガは１人のインディアンの死体を発見する 。そして，「いまや持
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主のいなくなったマスケ ット銃を奪っ」て森の中へと急ぐ（２３１）。 この時点でエドガは，ｒ恐怖の

光景」に’廣れて，「無感覚で無感動になっ てしまった」ことを自覚する（２３１）。 このことは，エド

ガ自身がいかなる残虐行為も出来る精神状況にあることをも意味し，実際に彼は，豹を殺し，そ

の肉を食い５人のインディアンを復讐と憎悪の念を抱きながら殺害したのである。インディアン

を「野蛮人（３２）」と呼ぶエドカ自身がすでに「野蛮人」となっていることの何よりのあかしであ

る。

　２３章で，エドガは自分の地理的「位置」が少し分ってくる（２３２）。 そしてそれと同時に途中で

出会ったビセットの話から推測して彼自身および彼と係わりのある人物の様子も徐々にある程度

まで明らかになってくる。しかし一方インディアンにより１人は伯父とともに殺害されもう１人

は捕えられたという妹達についての誤った推測により絶望的にもなる。そして，ｒ生得の際限の

ない残虐性」を持った「野蛮人」というインディアンのイメジをエドガは完成させる（２３５）。 そ

の後エドガは知り合いの家に入り ，その留守中の家の２階に上り明りのついた部屋のテーブルの

上に紛失したと思っていたウォルグレイヴの「手紙」を発見する（２３９）。 驚きの感情が冷めやら

ぬ問に，階段に足音を聞く 。ｒ足音」の主は，エドカのｒ精神の父であり養育者，若き日の友で

あり教師であり ，別れてから幾年もの歳月が過ぎ，二度と会うことはあるまいと思 っていた

（２４０）」サースフィールドである。サースフィールドはロリーマ夫人の「慈悲心」の恩恵を受け

た人物のうち，夫人の期待に応えたほとんど唯一の人間である。絶望状態の中でのこの再会によ

って，エドガは，サースフィールドからエドガ自身が抱いていたすべての疑惑と謎についての説

明を受け，自分の置かれていた真の状態を理解する。２４章がその内容を示す最初の章である 。

　エドガはサースフィールドによって，妹２人の無事と彼等の運命を左右する人物，すなわち伯

父の死を確認する。前述したように伯父の「寛大さに依存して生きている人間（２３４）」である彼

等にとって，伯父の死はすなわち伯父の息子による彼等自身の追放を意味する。エドガは自分達

の置かれた絶望状態を父的存在であるサースフィールドによって確認させられるのである。しか

し， 伯父の死は行方不明のエドカの「捜索（２４９）」中に起ったことである。しかも ，伯父は，サ

ースフィールドがエドガに贈った銃を手にし，その銃で，インディアンに最初に攻撃をしかけ ，

闘いの中で亡くなったｒ唯一の人間」となったのである（２４４）。 エドガの行方不明の原因とウォ

ルグレイヴの手紙の紛失の原因がエドガの夢遊病であることが判明するのもこの章である。最終

判断そのものはサースフィールドによってなされるが，正しい判断のもとになる重要なヒントは

伯父自身の口から語られる，エドガはｒ眠っていて，自分が何をしているのか分っていなかった

（２９９）」という言葉である。この言葉によってサースフイールドのｒ無知」とｒ疑惑」に光が射

すのである。こうした一連の事実は，現実的にエドガに対して父の役割をはたしてきた伯父がそ

の役割をサースフィールドに引き渡すことを意味する。サースフィールドはエドガにとって，単

なる「精神の父」であるばかりではなく ，次章で明らかになるごとく実質上の父となろうとする

のである。銃の持主の移動もこのことをはっきりと示している。サースフィールドがエドガに与

えた銃は，伯父の武器となり ，伯父の死によってインディアンに奪われ，続いて洞窟でエドガが

インディアンから取り返し，インディアン殺害に使用される。その後，この銃でエドガはサース

フィールドの服のｒ袖」にｒ穴」を開け（２５７），銃を放棄して川に飛び込む。残された銃をサー

スフィールドが手に入れる。この銃は「２つの銃身」のある「普通のマスケ ット銃よりも軽くて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４３８）
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小さい」ものであり（１８５），「狩猟用ではなく戦闘用に作られた」もので先端に取り付けると「銃

剣」としても使用可能なようにｒ短剣の刀身が備わってい」るのである（１８７）。 エドガはこの銃

に備わった機能をすべて使って，インディアンを撃ち殺し，刺し殺したのである 。しかし，この

銃による殺害はインディアンばかりではない。この銃を手にした伯父がエドガ捜索の途中で死ん

だということは，問接的にはエドガによる伯父（物質的な面を支える父的存在）殺害ともなる 。さ

らにこの銃は前述のように，ｒ精神の父」としてのサースフィールドにも向けられた。実際には ，

サースフィールドは，傷一つ負うわけではなく ，またエドガの判断の誤りによるものとは言え ，

父殺しを十分に示唆するものである。このエドガの行為が持つ父殺し的要素は，エドガの好奇心

をかき立て，彼の慈悲心の対象となり ，彼を洞窟へ導く役割を務めたクリゼロウにも形を変えて ，

見られるものである。クリゼロウは，実の父母が健在であるにもかかわらず，またロリーマ夫人

も実の息子がいるにもかかわらず，そして両者は形式上は，主人と使用人であっても ，実質的に

は母と息子というのに近い関係になっている 。（この関係は，ロリーマ夫人が双子の弟アーサー・ ワイ

アットの娘クラリスを引き取った後，クラリスとクリゼロウの結婚を実現させようとする時，文字通り母と

息子の関係となる）。 こういう関係の中でクリゼロウはロリーマ夫人を「誤った慈悲心」によって

殺害しようとする。この試みは失敗するが，ショックによってロリーマ夫人を死なせてしまう

（少くともクリゼロゥはそう信じる）。 この母殺しに先立 って，クリゼロウは，父殺しも行う 。そし

てこれは，現実になされる。すなわち，ワイアット射殺である。もちろんこれは意識的なもので

はない。自己防衛からのやむをえない行為である。しかし，ワイアットはクラリスの父であり ，

クリゼロウとクラリスの結婚が実現すれば文字通りワイアットはクリゼロウの父となるのである 。

このことはクリゼロウのｒわたくしは愛する人［クラリス１の父」をｒ殺した」（７４）という言葉

でも明らかである。つまりクリゼロウは父と母とを殺して，アメリカに逃げてきたのである 。

　サースフィールドがアメリカに戻って来た動機の１つは，富とクラリスをエドガに与えるため

であった。これが実現すれば文字通りサースフィールドはエドガの父になる。なぜならばサース

フィールドはロリーマ夫人との結婚によっ て， クラリスの父親役を務めているのであり ，エドガ

とクラリスの結婚が成立すれば，当然の結果としてサースフィールドはエドガの義父となる。サ

ースフィールドが父になるならば，ロリーマ夫人は当然エドガの母となる。またサースフィール

ドによれば，夫人はエドガを「息子」にしたいという願いを持っているのであるからそれが実現

すれば文字通り夫人はエドガの母となる。サースフィールドとロリーマ夫人の結婚は，クリゼロ

ウがアメリカに逃げて来た後のことであるが，それ以前アイルラントにいる時に成止する可能性

は十分にあった。なぜならば，サースフィールドは，ワイアットによって追放され，外国での長

年の放浪生活の後，ロリーマ夫人と再会して，彼女の援助を受けることになったからである 。し

たがって，サースフィールドはクリゼロウの父になる可能性もあったということになる 。

　人問関係を，可能性を含めて，このように考えれば，エドガとクリゼロウの類似性は，単に夢

遊病と箱作りの技術に関してだけではないことになる。つまり ，エドガとクリゼロウはサースフ

ィールドとロリーマ夫人という共通の父と母を持っているのである。そしてエドガもクリゼロウ

も父と母を殺そうとすることでも類似する。すなわち，クリゼロウは，父としてのワイアットを

実際に殺し，母としてのロリーマ夫人を殺そうとした。一方エドガは，父としての伯父を間接的

に殺し，父としてのサースフィールドを誤って殺そうとした。そのうえ，エドガは，ロリーマ夫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４３９）
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人が生きてニューヨークにいることを知らせることで，クリゼロウに再度夫人殺害を企らませる

ことで，間接的に殺害の意図を示すのである 。

　以上のことからも明らかなように，エドガとクリゼロウの最も重要な共通点は親殺しである 。

そしてこの同じ人物を親殺しの対象にするという点で，一見無関係に思えるクリゼロウの物語り

とエドガの物語りは見事に交わるのである 。

　親友であり許婚者の兄であるウォルグレイヴ殺しの犯人捜しで始まった物語りは，インディア

ンとの闘争物語りを経て，親殺しの物語りで終るのである。この一連の物語りでは善意や慈悲心

は， 何の役にも立たないばかりか，悪を増長させるのである。ロリーマ夫人のｒ慈悲心」と寛大

さは弟ワイアソトを罪人とし，結局は死に至らしめ，クリゼロウにはｒ誤った慈悲心」を植えつ

けそのｒ誤った慈悲心」によって，彼女はクリゼロウに命を狙われることになるのである 。エド

ガのクリゼロウに対する慈悲心や善意もまったくプラスの作用はせず，クリゼロウ自身が批判す

るように，クリゼロウの人生にｒ悲惨な終末（３６）」をもたらしたのである。こうしたエドガのク

リゼロウに対する異常なまでの善意は，両者の類似性を考慮すると ，エドガ自身が受けたいと望
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６）
んでいる善意を十分に受けることが出来ないという事実の反動かもしれない。それはともかく ，

エドガの異様とも思える善意は，クリゼロウに再度ロリーマ夫人の殺害を決意させる。そして ，

遂には，ニューヨークから，狂人として「ペンシルベニアの病院（２９２）」へ移送される途中で ，

クリゼロウは「船外に身を躍ら（２９３）」せて死んでしまうのである。エドガのクリゼロウに対す

る善意の結果はこれだけにとどまらない。クリゼロウがニューヨークヘ向ったという内容のエド

ガからサースフィールド宛の手紙を見たロリーマ夫人はショックで体調を崩し流産する。生れる

はずだった子供は，いわば２人の命の象徴であり ，その意味で子供の死はサースフィールドとロ

リーマの比ゆ的な死でもある。エドガは遂に親殺しを完遂させたのである。サースフィールドは

手紙の中でエドガの「軽率さ」と ，「忠言」を受け入れなかったことを非難した後，「今後はもっ

と慎重かつ従順になるように」と諭す（２９２）。 しかし，自分の誤ちはｒ邪悪なあるいわ悪意の意

図からのものではなく」「強大な慈悲心」（２９０）に発したものだと弁解するエドカにはサースフィ

ールドの忠告は通じることはないであろう 。エドガには経験から何かを学ぶ能力はない。エドガ

にあるのは自己正当化の能力だけである。エドカは同じ誤ちを繰り返す。エドカに信念があると

すれば，クリゼロウと同じく ，それは慈悲心や善意に対する狂信である 。クリゼロウはその狂信

ゆえに死を選び取らねばならず，エドガはすでに伯父を失っており ，今後はメアリを，そして ，

サースフィールドから与えられたであろう「富」とクラリスをもおそらくは失うのである。しか

し， エドカの愚しさと不可解さは，誇張されたものではあるが，人問そのものが持つ愚しさと不

可解さと無縁ではない。『エドガ ・ハントリー』でブラウンは，いかに人間は経験から学ぶこと

が少いか，ナイーウな慈悲心や善意への信仰がいかに悪を生み出すか，そして人生がいかに闇の

迷路に満ちているかをエドカの物語りとクリゼロウの物語りを父差させることによっ て示したの

である 。
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２）ウォルグレイヴのこの一種のうさんくささは，エドガ自身も自覚しているように，インディアンの

　領土の略奪によっ て成立したアメリカそのもののうさんくささの反映かもしれない 。

３）エリザベス ・ジェイン ・ウォール ・ハインズは，エドガはハントリー農場で，「有閑階級」として

　教育を受けていると述べる。兄がそのような教育を受けているとすれば，妹二人も ，メアリ同様に ，

　生活のために働くことを厭うのであろう 。

　　Ｅｌｌｚａｂｅｔｈ　Ｊａｎｅ　Ｗａ１１Ｈｍｄｓ　Ｐｍ倣〃ｏ卿ｒりＣん〃３３ ３ｒ０６〃伽Ｂブｏ吻〃きＧ舳伽〃Ｅｏｏ〃ｏ舳６５

　げＷｒ〃６（Ｎｅｗａｒｋ： Ｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙ　ｏｆ　Ｄｅ１ａｗａｒｅ　Ｐｒｅｓｓ，１９７７） ，ｐ．１３９

４）ポール ・ウィザリトンによれば，ケネス ・バーナードは，ウォルグレイヴを殺害したのはインディ

　アンではなくエドガであると考える 。

　　Ｐａｕｌ　Ｗ
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，‘“Ｎｏｔ　Ｍｙ　Ｔｏｎｇｕｅ　Ｏｎ１ｙ’Ｆｒｏｍ　ａｎｄ　Ｌａｎｇｕａｇｅ　ｍ　Ｂｒｏｗｎ’ｓ　Ｅ伽７Ｈ舳〃
’，
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　１９８１）
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　　エドガ犯人説に関しては，グラボウは，エドガがインディアンの老婆にクイーン ・マブという名称

　を与えたこととインディアン側の白人殺害の意志との関連性を指摘し，「エドガは少くとも象徴的に

　は，ウォルグレイヴ殺害の背後の力となっている」と述べる 。

　　Ｎｏｒｍａｎ　Ｓ　Ｇｒａｂｏ，丁加Ｃｏ閉６〃伽〃Ａれ げＣん〃１３３ Ｂブ０６〃舳Ｂブｏｚリ〃（Ｃｈａｐｅｌ　Ｈ１ｌ１Ｔｈｅ　Ｕｎ１

　ｖｅｒｓｉｔｙ　ｏｆ　Ｎｏれｈ　Ｃａｒｏ１ｉｎａ　Ｐｒｅｓｓ，１９８１），ｐ
．７８

５）　ノーマン ・Ｓ ・グレイボウはエドガの荒野から居住地への帰還を，「無知から知識，生存闘争から

　平穏，孤立から杜会，狩猟から農園」への移動でもあると述べる 。（〃五，ｐ．６３．）しかし後にも触れ

　るが，エドガは経験から何も学んではいない。また居住地に戻ったエドガを待っていたのは，「飢え」

　である 。なぜならば，彼は伯父の死により ，それまで受けていた経済的物質的援助を失い，いわゆる

　路頭に迷う身となるのである。社会は彼にとっては第２の荒野である 。

６）エドガはクリゼロウの告白を聞く前に，クリゼロウをウォルグレイヴ殺害の犯人と断定して，「父

　の寛容さを持つように努め，この不幸な男に，純潔と平穏を取り戻してやることがわたくしの本務（３３）」

　であると考える。したがってエドガはクリゼロウと白分との類似性を知る以前に父的存在（＝慈悲

　心 ・善意を付与する存在）になろうとしていることになる 。しかし，その隠れた動機は，筆者が本文

　で示したものになると思われる 。

（４４１）
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